
   

 

 

 

 

 

 

なりたい職業１０年連続「？」（高校生） 

  

 先日、興味深い調査結果記事を読みました。 未来の担い手を育てる私達教員としては、大変うれしい内

容です。 

 教員不足の問題に解消のめどが立っていない事実は、ご存じの方も多いことかと思います。 各自治体

が教員確保に四苦八苦していることは、２年ほど前の尼崎においても、保護者にまで、教員募集の文書が

配付されたことでもわかり、覚えておられる方がいらっしゃることでしょう。 

 さて、興味深い調査結果記事とは・・・東京大学社会科学研究所とベネッセ総合研究所が進路などに関

する調査（子ども達のなりたい職業-２万人の調査モニターの１０年間の軌跡-２０２５年５月２９日）による

と、中学生は8回、高校生は１０年間連続で、なりたい職業として「教員」が１位であったことが明らかにな

ったことです。 大変うれしく思います。労働環境や処遇課題から教員のなり手が減っていると推察できる

一方で、こうした結果からは、教員不足解消の未来を想像します。 

令和６年５月、中央教育審議会のまとめにおいて、私たち教師は、高度専門職であると示されま

した。子ども指導・支援の専門家として、未来を担う子ども達を育てるという大変責任ある仕事に就

いていることを誇りとして、今日育・鏡育・協育の志で職務に臨みたいと考えます。 「将来は、先生になり

たいです。」と言ってもらえるよう、一番身近にいる素敵な大人でありたいと思うと同時に、立花西小学校

の子ども達の中に、「学校の先生って、楽しそうだなあ。」と将来の職業として心に浮かべてくれる子どもが

増えると良いなとも思います。  

本校では、先生という身近な大人から学ぶことはもちろんのこと、教育課程の中に出前授業や校外へ

出ての学びを多数組み込み、キャリア教育も充実させています。地域の方や専門家を講師として招聘し、

社会の在り方や仕組みを学ぶことで、「なりたい自分」「つくりたい世の中」を描いていけるような教育活

動を進めています。 これは、ここ数年来、本校肝いりの教育活動とも言える、大きな特徴の一つです。より

多くの大人から学ぶことを大切にしています。 

 もう間もなく、長い夏休みがやってきます。ご家庭におかれましても、長期の休みを活用し、可能な限り、

体験活動や多くの人から学び、心を動かす経験を積める準備を進めていただけたら幸いです。 

 みだしの調査記事を通し感じたこと・・・それは、私達すべての大人が、子ども達にとっての鏡（鑑）であり、

生きるお手本であり「あこがれられる父」「あこがれられる母」「あこがれられる先生」「あこがれられる大

人」として、自分自身の生き様を問われているようにも思ったところです。 

今回は、心に留まる興味深い記事を考察してみました。（校長 笠井 美香） 

  

５９歳の誕生日を迎えます 

 

令和７年７月５日（土）。立花西小学校は、５９歳の誕生日を迎えます。 立花西小 

学校創設以来、7,578人の卒業生を送り出し、地域に愛される学校として、この 

地に５９年もの間、たたずんでいます。 私が生まれる前から、ここで、子ども達の成 

長を見守り続けているのです。 来年は 60歳。もう少しだけ、歴史も紐解き、お祝い 

したいと考えています。        
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７月 立西だより 
自創協創  ～なりたい自分を創る 共に協

かな

える～ 
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